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肝細胞癌（肝癌）術後の肝外再発と早期肝内再発は予後不良因子であり、治療戦略確立のため

には重要な臨床課題である。そこで、肝切除術後の肝外再発と早期肝内再発を術前予測するノモ

グラムを開発した。1990 年 6 月～2018 年 12 月に当科で根治切除可能であった初回肝切除 1206

例を対象とした。赤池情報量基準を用いた多変量ロジスティック回帰分析により変数を選択し、

肝外再発と早期肝内再発（術後 1 年以内）を予測するノモグラムを作成した。ノモグラムの予測

性能は concordance index で評価し、さらに bootstrapping 法を用いた calibration によりノモグラ

ムの予測値と実測値を比較した。検討項目は年齢、性別、Child-Pugh class、ALT 値、α-fetoprotein 

＞ 200 ng/ml、腫瘍サイズ(3－5 cm, or ＞5 cm vs ≦3 cm)、多発腫瘍、画像診断静脈侵襲、画像

診断門脈侵襲、画像診断腫瘍辺縁不整、切離面腫瘍露出、出血量、肝硬変とした。その結果、肝外

再発は 95 例(7.9%)、早期肝内再発は 296 例(24.5%)に認められた。肝外再発の予測因子にはα-

fetoprotein ＞ 200 ng/ml、腫瘍サイズ(3－5 cm, or ＞5 cm vs ≦3 cm)、画像診断静脈侵襲が選

択され、concordance index は 0.75 であった。早期肝内再発の予測因子には腫瘍サイズ(3－5 cm, 

or ＞5 cm vs ≦3 cm)、多発腫瘍、画像診断門脈侵襲、切離面腫瘍露出が選択され、concordance 

index は 0.67 であった。calibration による肝外再発と早期肝内再発を予測するノモグラムの予測

値と実測値の一致は良好であった。今回、肝癌に対する肝切除術後の肝外再発と早期肝内再発を

術前予測するノモグラムを開発した。肝癌に対する治療戦略確立のために本ノモグラムは有用と

考えられた。 

 

A 研究目的 

肝癌術後の肝外再発と早期肝内再発は予後

不良因子であり、治療戦略確立のためには重要

な臨床課題である。そこで、肝切除術後の肝外

再発と早期肝内再発を術前予測するノモグラ

ムを開発した。 

 

B 研究方法 

1990 年 6 月～2018 年 12 月に当科で根治切

除可能であった初回肝切除 1206 例を対象とし

た。赤池情報量基準を用いた多変量ロジスティ

ック回帰分析により変数を選択し、肝外再発と

早期肝内再発（術後 1 年以内）を予測するノモ

グラムを作成した。ノモグラムの予測性能は

concordance index で 評 価 し 、 さ ら に

bootstrapping 法を用いた calibration によりノ
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モグラムの予測値と実測値を比較した。検討項

目は年齢、性別、Child-Pugh class、ALT 値、

α-fetoprotein ＞ 200 ng/ml、腫瘍サイズ(3－

5 cm, or ＞5 cm vs ≦3 cm)、多発腫瘍、画像

診断静脈侵襲、画像診断門脈侵襲、画像診断腫

瘍辺縁不整、切離面腫瘍露出、出血量、肝硬変

とした。 

なお、本研究は大阪市立大学（現大阪公立大

学）倫理委員会の承認を得て実施された。 

 

C 研究結果 

肝外再発は 95 例(7.9%)、早期肝内再発は

296 例(24.5%)に認められた。肝外再発の予測

因子にはα-fetoprotein ＞ 200 ng/ml、腫瘍サ

イズ(3－5 cm, or ＞5 cm vs ≦3 cm)、画像診

断静脈侵襲が選択され、concordance index は

0.75 であった。早期肝内再発の予測因子には

腫瘍サイズ(3－5 cm, or ＞5 cm vs ≦3 cm)、

多発腫瘍、画像診断門脈侵襲、切離面腫瘍露出

が選択され、concordance index は 0.67 であっ

た。calibration による肝外再発と早期肝内再発

を予測するノモグラムの予測値と実測値の一

致は良好であった。 

 

D 考察 

肝癌切除術後の肝外再発と早期肝内再発を

術前予測するノモグラムを開発したが、肝外再

発と早期肝内再発を予測するノモグラムの予

測値と実測値の一致は良好であった。したがっ

て、本ノモグラムは、肝外再発と早期肝内再発

を予測するだけでなく、適切な肝切除適応の選

択や肝切除後の補助薬物療法の適応決定に有

用であることが考えられる。 

 

E 結論 

今回、肝癌に対する肝切除術後の肝外再発と

早期肝内再発を術前予測するノモグラムを開

発した。肝癌に対する治療戦略確立のために本

ノモグラムは有用と考えられた。 
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